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 ぼくのパパは、しろばいのおまわりさんです。やすみのひは、いろんなところにつれてい

ってくれたり、かぞくをえがおにするのがじょうずなやさしいパパです。 

 そんなパパにぼくはことしのなつやすみ、いままでにみたこともないようなかおで、しか

られました。それは、ラジオたいそうのかえりに、おともだちといっしょに、じてんしゃで

さかみちをおりるあそびをしていたからです。スピードがでてとってもたのしかったので、

なんかいもしました。このことをしったパパはしんけんなかおでぼくにこういいました。

「パパは、こうつうかのおまわりさんだから、こどもがこうつうじこにあって、なくなった

げんばをなんかいもみてきた。じこにあえば、かぞくみんながつらいおもいをする。どうろ

であそんではいけないよ。」ぼくは、「おともだちがさそってきた。どうろであそんだらだめ

なことくらいわかっているよ。」といいかえしました。するとパパは、「おともだちがまちが

ったときに、ちゅういしてあげるのがほんとうのおともだちだよ。たのしいことにながされ

ていっしょにやったらだめだよ。」といいました。そのときのぼくはすなおに「ごめんなさ

い。もうしません。」がいえませんでした。 

 つぎのひのラジオたいそうのかえりも、おともだちに「さかをじてんしゃでおりよう。」

とさそわれました。ぼくは、ゆうきをだして「あぶないから、やめよう。」といいました。

きのう、パパのおはなしをきいて、もし、したのどうろにくるまがきたら、ぼくもおともだ

ちもおおけがをするかもしれないし、おとしよりやちいさいこがいたら、おおけがをさせて

しまうかもしれないとおもったからです。 

 パパ、あのときはちゃんといえなかったけど、「どうろであそばない。とびださない。」や

くそくするよ。ぼくのいのちも、おともだちのいのちもたいせつにするからね。おしえてく

れて、ありがとう。 

 


